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地域生活支援サービス「メープルリーフ」            第２６５号  令和７年６月 

特定非営利活動法人ひだまり                                  

 理事長 平井 紳一                   

メープルリーフ担当 高柳 

所在地 ： 〒263 - 0005 稲毛区長沼町 32 番地   

Tel ： 043 – 258 - 8604  Fax ： 043 – 310 – 5061 

E-mail ： mapleleaf@almond.ocn.ne.jp（添付文書ＯＫ） 

＊NPO ひだまりホームページ https://www.hidamari.or.jp 

 

 

今年の梅雨はおおむね平年より１～３日ほど短くなる見込みとの予想が出ました。 

期間は短いものの雨量については６月下旬に暖かい空気が南から流れ込むことで、

大雨の見込みもでています。蒸し暑い日が多くなると熱中症の危険も高まります。 

水分補給と共にエアコンの除湿機能を利用するなど、体調に配慮した過ごしをお願

いします。 

 

FaceBook でも、様々な情報を発信しています。月１回以上の更新を行っており、

FaceBook の登録をしていない方でも見られる設定にしておりますので、興味があり

ましたらご覧ください。 

 

 

☆  ７月の予定・予約表の締め切りに関して 

７ 月 予 約 表 締 め 切 り 

６ 月 １ ５ 日 （ 日 ） １ ７ ： ０ ０ 

 

※ 締め切りまでに予約が間に合わない場合には、必ずご一報ください。連絡

なく数日遅れた場合、支援調整が出来ない場合があります。ご容赦くださ

い。 

 

※ 通所施設等の行事や退園時間変更等のスケジュールをメープルリーフは把

握しておりません。お手数ですが、毎月、隔月等に関わらず、利用希望を連

絡いただくようお願いします。 

 

※ 予約締め切りは毎月１５日です。予約表がお手元に届かないなどのご連絡をいただく

ことがありますが、FAX のほか、メールや電話でも希望を受けていますので、まずはご

連絡をお願いします。 

 

メープルつうしん 
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☆ お小遣い、活動費の増額のお願い。 

物価高の影響は公共交通機関や飲食店、遊興地の入場料等様々な場所で影響が出

ております。 

マクドナルドなどでも、皆さんが好んで食べられることの多いダブルチーズバー

ガーが６年前から単品でも１２０円値上げし、セットにしても２００円の値上げが

されているなど、特に東京ではファストフード店以外では昼食代に１，０００円以上

かかるのが当然という価格設定になっています。 

メープルリーフでは、今まで支援時間✕１，０００円＋１，０００円程度をご用意

くださいとお願いしておりましたが、行先によってはお金が足りずに帰宅時に清算

をお願いすることも増えてきています。 

今後は、支援時間✕１，０００＋２，０００円程度（５時間なら７，０００円程度）

のご用意をお願いいたします。もちろん使い切ることの方が少ないのですが、ご協力

のほどよろしくお願いいたします。 

 

☆ 運営管理者高柳の外部研修のお知らせ 

今年度８月より、毎月１回行われる国の研修に高柳が参加する予定です。 

元々、千葉市や外部の会議や研修講師などのお仕事も増えている中で、さらに国の研

修を受け、今後は県の強度行動障害の講師としても活動することとなっていきます。 

行動障害の専門家と名乗って恥ずかしくないような知識と経験を身に着け、障害をお

持ちの方の地域での生活をより豊かなものとするための大事な仕事と考えています。 

極力皆様にご迷惑をおかけしないように努めますが、ご理解とご協力のほどよろしく

お願いいたします。 

 

☆ 訪問介護、移動支援の展望について 

ニュースでも取り上げられているのをご存じの方もいらっしゃるかもしれませんが、

昨年度訪問介護事業所は過去最悪ベースの倒産件数を記録しています。 

これは、社会保障費の増額に国の予算が追い付かないとして、訪問介護系の報酬増は

他の介護保険、障害福祉サービスの中でも低く抑えられている中、他業種との賃金格差

が広がっているだけでなく、一部サービスにおいては、サービス提供をすると赤字にな

ってしまうケースも出てきているからです。 

事業所としても報酬改善の要望を挙げているのですが、事業所側の働きかけだけでは、

市町村行政はなかなか動くことが難しく、結果として千葉市だけでなく千葉県全域で訪

問介護、移動支援の受け入れ事業所を探すことが困難な状況にもつながってきています。 

メープルリーフでは出来る限り移動支援の受け入れも行っていますが、事業所の運営

を意識した支援を調整せざるを得ない状況にあります。 

今後、行政への働きかけを強めるなどの動きもしていきますが、受益者（この場合は

サービスを受ける本人だけではなくそのご家族も含みます）の訴えなしに、サービス改

善は難しいです。家族の会、当事者の会等を通じてサービス事業所増、内容改善等の訴

えを行政に届ける働きかけを是非行っていただくようお願いいたします。 


